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１ 旭川市の現況 

1-1)旭川市の概要 

旭川市は、東経142度21分、北緯43度46分、標高112ｍ(いずれも旭川市

役所所在地)の北海道のほぼ中央部上川盆地に位置しています。 

大正11年(1922年)の市制施行時に約6.2万人であった人口は、現在では約

31万人を有する北海道の中核都市となっています。 

本市は、上川圏に入植した屯田兵、農業入植者のための消費提供型都市と旧陸

軍の第７師団を擁する軍事都市として成長しました。戦後数年の市街地は、現在

の都心周辺を中心に約20k㎡強の広がりでしたが、昭和30年代からの隣接市町

村との合併の結果，現在では747.66ｋ㎡の行政面積を有し、鷹栖町や比布町、

当麻町、東川町、東神楽町と楔型に接する行政域を有しています。 

 

■旭川市の地勢 

 

  

※出典：上川支庁資料
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1-2)人口・世帯  

① 総人口と人口動態 

旭川市の総人口は約33万人（R2）で、推移をみると微減の傾向にあります。

旭川圏内の1市５町村の合計は約36.4万人（R２）で近年、若干の減少がみられ

ます。一方で東川町では人口増の傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人）
H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1市5町の合計 392,569 394,902 394,718 390,973 382,720 375,437 364,153

旭川市 359,071 360,568 359,536 355,004 347,095 339,605 329,306

比布町 5,004 4,683 4,576 4,340 4,042 3,781 3,520
鷹栖町 6,930 6,871 7,165 7,261 7,345 7,018 6,567
当麻町 8,383 7,893 7,643 7,473 7,087 6,689 6,319
東川町 7,418 7,211 7,671 7,701 7,859 8,111 8,314
東神楽町 5,763 7,676 8,127 9,194 9,292 10,233 10,127

※国勢調査
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また、旭川市の人口減少は平成10年から顕著になっています。近年、社会減

はおおむね横ばいで推移していますが、自然増減は、平成15年から減少に転じ、

年々大きくなっています。出生率は、平成13年頃の約3,000人から一貫して減

少傾向にあり、令和4年には約1,600人程度と20年間で半減しました。 

 

■旭川市の人口減少の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■旭川市の出生数の低下 
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② 世帯数動態 

旭川市の世帯数は約15.6万世帯（R2）で、推移をみると顕著な増加傾向がみ

られます。また、世帯人員数は、2.02人（R２）で小規模化が進んでいます。 

旭川圏内の1市５町村の合計世帯数は、約17万世帯（R2）で増加傾向がみら

れ、旭川市、当麻町、東川町、東神楽町で増加傾向が見られます。平均世帯人員

数の減少傾向はいずれの市町村もほぼ同様ですが、なかでも旭川市の平均世帯人

員数はほぼ２人となるなど、小規模世帯化の傾向が顕著です。 

 

■旭川市・周辺5町の世帯数の推移 

 

■旭川市・周辺5町の世帯人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（世帯）
H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1市5町の合計 138,710 149,303 158,431 163,438 167,780 169,553 170,590

旭川市 128,924 138,350 146,400 150,384 154,393 155,747 156,195

比布町 1,524 1,565 1,636 1,625 1,639 1,586 1,563
鷹栖町 1,998 2,118 2,427 2,591 2,732 2,717 2,658
当麻町 2,438 2,490 2,657 2,784 2,743 2,698 2,773
東川町 2,243 2,380 2,702 2,927 2,983 3,148 3,405
東神楽町 1,583 2,400 2,609 3,127 3,290 3,657 3,996

※国勢調査

（人）
H2 H7 H12 H17 H22 H27 R２

1市5町の平均 3.32 3.04 2.84 2.68 2.57 2.41 2.27

旭川市 2.79 2.61 2.46 2.36 2.25 2.10 2.02

比布町 3.28 2.99 2.80 2.67 2.47 2.32 2.18
鷹栖町 3.47 3.24 2.95 2.80 2.69 2.52 2.41
当麻町 3.44 3.17 2.88 2.68 2.58 2.39 2.18
東川町 3.31 3.03 2.84 2.63 2.63 2.43 2.31
東神楽町 3.64 3.20 3.11 2.94 2.82 2.68 2.52

※国勢調査
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③ 高齢化・少子化 

旭川市の年齢別人口構成は、年少人口が約11％、生産年齢人口が約55％、老

年人口が約35%で、全道の構成比と概ね同じになっています。老年人口の推移

をみると年々増加傾向が進み、旭川市では35％近く（R２）になっています。圏

域では比布町、当麻町の老年人口率が42％（R２）と高くなっています。 

 

■人口構成比と老年人口割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■老年人口割合の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R２
1市5町の合計 12.1% 15.3% 18.8% 22.7% 26.8% 31.8% 34.6%

旭川市 11.6% 14.8% 18.3% 22.4% 26.6% 31.8% 34.6%

比布町 18.6% 23.9% 28.3% 32.5% 36.6% 40.3% 41.5%
鷹栖町 17.2% 20.5% 23.3% 25.1% 26.8% 30.3% 34.6%
当麻町 19.3% 23.6% 27.7% 31.6% 35.3% 39.8% 42.1%
東川町 17.9% 21.2% 23.2% 25.5% 28.0% 32.1% 33.2%
東神楽町 16.2% 15.1% 18.6% 19.6% 22.5% 25.6% 29.0%

※国勢調査
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※R2までは国勢調査，R7以降は国立社会保障・
人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口
（令和5年（2023）年推計 

旭川市の将来人口推計では、20年後の2045年頃には約25万2千人となり、

高齢化率は、現在の約35％から約44％に増加することが予測されています。 

また、町内会への加入率は、この10年で約60％から約50％まで低下しており、

将来の高齢社会の到来とともに、地域コミュニティの活力低下が懸念されます。 

 

■旭川市の将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■旭川市の町内会加入率の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０年後は 

人口約２5万2千人 

高齢化率は 

約４4％に 

 

町内会加入

率は約５割

に減少 

 

町内会役員

の高齢化も

進展 



 1 - 7

※気象庁データ 

1-3)気象 

① 気候 

旭川市は、盆地特有の気候で、夏期の最高気温は30℃を超え、冬期の最低気

温は－20℃以下になるなど、「夏は暑く，冬は寒い」寒暖差の激しい内陸性気

候です。特に冬期は、最深積雪の平年値は1m近くと、我が国でも有数の積雪寒

冷の厳しい気象条件となっています。 

また、風は強くなく、秋〜冬に周辺河川による川霧が発生するなどの特徴があ

ります。 

 

■旭川市の降水量・降雪量・平均気温（2024年気象庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

降水量（mm） 平均気温（℃）降雪量（cm）
1月 66.9 -5.8 120
2月 54.7 -5.5 73
3月 55 -1.9 19
4月 48.5 8.8 2
5月 66.6 13.2 -
6月 71.4 18.3 -
7月 129.5 22.9 -
8月 152.9 23.8 -
9月 136.3 17.4 -
10月 105.8 11 -
11月 114.5 3.2 74
12月 102.4 -5.5 179
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② ヒートアイランド化の動向 

旭川の市街地の気温は、この40年で2.6℃上昇しており、ヒートアイランド化

の傾向がみられます。みどりの温度抑制によるクールアイランド効果は、市街地

環境の改善方策の一つとして考慮していく必要があります。 

 

■市街地のヒートアイランド化の傾向 
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※旭川市中心市街地活性化基本計画【改訂版】令和５年３月改定 

※旭川市中心市街地活性化基本計画【改訂
版】令和５年３月改定 

1-4)中心市街地の動向 

旭川市の中心市街地は、車社会と市街地拡大などにより、その活力低下が顕著

となっています。居住者数の減少、売上高の減少、歩行者通行量の減少などが進

展してきましたが、旭川市では中心市街地活性化基本計画（令和５年）を策定し、

にぎわいづくりの施策展開を図っており、中心市街地の魅力づくりを担う要素と

して、みどりのあり方が重要となっています。 

 

■中心市街地の居住者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地の小売年間販売額の推移 
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※旭川市中心市街地活性化基本計画【改訂
版】令和５年３月改定 

■中心市街地（平和通買物公園）の１日あたりの平均延べ通行量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の

歩行者数は40

年前の約4分

の1に 



 2 - 1

２ 旭川市のみどり 

2-1)旭川市の自然と公園  

① 土地自然特性 

旭川市は、天然記念物や特殊鳥類に指定されているクマゲラ、オジロワシ、オ

オワシ、クマタカ、オオタカ等の貴重な鳥類が確認されています。また、旭川市

で発見され命名の際に基準標本産地となっているカムイレイジンソウ、チカブミ

アザミ、アサヒカワアザミ、カムイトウヒレン、ホソバエゾノコギリソウ（変種）

の４種１変種*１の草本類など特徴的な植物の産地となっています。さらに、神居

古潭の奇景絶景は本道を代表する景勝地として知られていることなど、自然環境

の観点から多くの資質、資源を有しています。 

平成27年に北彩都ガーデンがグランドオープンし、都心におけるにぎわい拠

点と河川環境再生の象徴的な取り組みとして、市民参加のもと維持・活用が図ら

れています。 
 

■自然特性図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
＊1 自然保護調査報告書総集編「旭川の動・植物-目録・解説-(1991)」では、オオ

ミヤマエンレイソウ、キクバヤマブドウ、ヒロハノサイハイラン、ウスゲアオミ

ズ、ピップイチゲ、ハナガサイチゲの6品種も基準標本産地と記載されている。 

●低地・河畔林 

・ヤナギ類 

・エゾノキヌヤナギ 

●湿生地・平地 

・ハルニレ 

・オニグルミ 

・ヤチダモ 

富沢環境緑地保護地区周辺 

ゴジュウカラ、ツグミなど多く

の鳥類が確認されている。 

●低山帯：広葉樹林帯 

・ツルシキミ-ミズナラ群集 

・シラカンバ ・エゾイタヤ 

・センノキ   ・ナナカマド 

北海道護国神社境内 

エゾノバッコヤナギ、ハルニレ、ヤ

チダモなど原生残存の大木も残り、

平坦部の自然植生を知るのに貴重な

場所。 

北彩都ガーデン 

忠別川の豊かな自然環境を生か

し市民が関わる都心のガーデン 

神岡環境緑地保護地区周辺 

ゴジュウカラ、カワラヒラなど

多くの鳥類が確認されている。 

台場環境緑地保護地区周辺 

鳥獣保護区もあり、ヒヨドリ、ウグ

イスなど多くの鳥類が確認されてい

る。 

石狩川水系 

白鳥やカモ類の渡

りの中継地として

多くの鳥類が確認

されている。 

●蛇紋岩粘土壌 

・カシワ二次林 

・ダケカンバ 

・アカエゾマツ 

神居古潭周辺 

天然記念物クマゲラの生息地、オジロワシの渡来地

となっている。また、森林景観と石狩川の深潭、激

流が織りなす奇景絶景な景勝地であり、古くからア

イヌの神の住むところとして伝承がある。ホソバエ

ゾノコギリソウの標準標本産地ともなっている。 

●亜高山帯： 

針広混交樹林帯 

・トドマツ 

-ミズナラ群集 

・ダケカンバ 

・ベニイタヤ 

・シナノキ 

外国樹種見本林 

道内最古の外国樹植栽地で学術的価

値も高く評価されている。 

突哨山周辺 

落葉広葉樹の二次林の細長い丘陵で、カタクリ

やエゾエンゴサク等の春植物群落が特徴的。 

旭山周辺 

鳥獣保護区もあり、多くの野鳥が確認さ

れている。また、ミズナラ、シナノキ、

イタヤ類の広葉樹と混交してアサダが多

く見られる。 

旅鳥 

神楽岡公園周辺 

忠別川に面した地域は、エゾヤ

マザクラの名所となっている。

林地に生ずるイヌワラビは分布

の北限との記録がある。カシワ

等の大径木が見られる。 

西神楽環境緑地保護地区周辺 

ヒガラ、ムクドリなど多くの鳥

類が確認されている。 

嵐山周辺 

天然記念物クマゲラの生息地、オジ

ロワシの渡来地となっている。その

他キビタキ・オオルリなど多くの鳥

類が確認されている。 
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一方、近年北海道では外来種の侵入により、地域固有の生物相や生態系に大き

な脅威となる問題が指摘されており、2004 年に「北海道の外来種リスト」（北

海道ブルーリスト 2004）が公表され、その後、2010 年に北海道ブルーリス

ト 2010 に改訂されました。生息・生育状況に関するデータの変更、新たな侵

略的外来種の侵入など、北海道の外来種を取り巻く状況が変化し、実態に合わな

い部分が生じてきたことから、平成 29 年度(2017 年度)から北海道ブルーリス

ト 2010 の改定検討が勧められ、平成 31 年(2019 年)に、哺乳類、鳥類及び

両生爬虫類についてブルーリストを改訂されました。 

このリストには動物、魚類、昆虫類等が 214 種、植物が 639 種、選定され

ています。 

旭川市においてもアライグマやウチダザリガニ、オオハンゴンソウ、ブタク

サなどが確認されており、生態系の攪乱や農作物への被害が懸念されています。

駆除等の取り組みが進められていますが、地域固有の生物多様性の保全が求めら

れています。 

 

■旭川市におけるアライグマの捕獲状況 

  

 

出典：旭川市環境部資料 
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② 旭川市をとりまくみどり 

旭川市のみどりを大きく捉えると、石狩川等の主要な河川による河川のみどり、

北部の東鷹栖の丘陵地帯、西部の春光台及び嵐山一帯の丘陵地域、南に延びて台

場及び神居古潭から神居山地域、さらに大雪山へと連なる最東部の米飯地域とい

った山地・丘陵地のみどり、市街地周辺を包み込む田園のみどり、そして市街地

内にある公園や街路樹、社寺林による街のみどりと４つの骨格的なみどりに分け

ることができます。 

こうした骨格的なみどりは、旭川市独自の風景の基本構造となっており、これ

を生かした取り組み検討が大切です。 

 

■旭川のみどりのフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園のみどり 
本来の生産的機能に加えて、郷土

景観を代表する生産緑地である。 

丘陵地のみどり 
神居台場、旭岡、春光台神楽 

丘陵等の広葉樹の樹林地が、 

市街地景観の背景となり、旭 

川の特徴的なみどりの１つと 

言える。 

山地のみどり 
市街地を取り囲む江丹別・米

飯・神居山等の山塊は、まち

の領域を形成する緑地として

重要なみどりである。 

河川のみどり 
旭川市の水とみどり、そして景観の

骨格。市内には石狩川、牛朱別川、

美瑛川、忠別川など大小約130本

もの川が流れており、そこには約

730もの橋がかけられている。 

街のみどり 
市街地内に分布する社寺境内の樹林、学

校林、外国樹種見本林等は、市民生活に

身近で貴重なみどりである。 
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③ 旭川市の公園整備の状況 

旭川市の都市公園は、着実に整備が進められてきましたが、令和元年以降公園

数は増加しておらず、令和5年度現在430箇所となっています。都市公園一人当

たりの面積も漸進的に増加しており、現在22.7㎡/人となっています。これは人

口減少が影響している結果といえます。 

 

■都市公園数・都市公園一人当たり面積の推移 

   

■都市公園面積と人口の推移 
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④ 都市公園の経年数 

旭川市の都市公園の経年数をみると、20年以上経過が約87％、30年以上経

過が約72％となっており、施設の補修や更新を進めているものの、公園施設の

老朽化が進んでいます。 

 

■都市公園の経年数 

 
 

⑤ 都市公園および児童遊園の規模 

旭川市の都市公園の規模は、3,000㎡未満が全体の3/4を占めており、

1,000㎡未満は約1/4となっています。また、児童遊園は500㎡未満が約9割を

占めており、近接して設置されて遊具などが似たような構成になっている場合も

みられます。 

 

■都市公園の規模別割合 
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■児童遊園の規模別割合 

 

 

■面積別都市公園及び児童遊園数 
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⑥ 公園予算および緑化基金の推移 

旭川市の公園予算は、一般会計が横ばいとなっているのに対し縮減傾向にあり、

現在約20億円規模となっています。（令和2年度以降はコロナ対策等により一

般会計は一時的に増加）また、新規整備費は減少傾向の反面、再整備費や維持管

理費の割合が増加傾向にあります。 

旭川市都市緑化基金は、平成14年の3.8億円をピークに、平成15年から取り崩

しが始まり、年々規模が縮小し現在、約5千万円程度となっています。現在の運用

状況が続くと２年余で基金の消失が懸念され、今後のあり方の検討が必要です。 

 

■旭川市の公園予算の推移（規模推移） 

 

   

 

■旭川市緑化基金の推移 
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2-2)道路のみどり 

旭川市の街路樹数は近年、横ばい傾向にあります。 

また、人口千人あたりの街路樹本数をみると、旭川市は、道内比較都市中第４

位という結果になっています。旭川市の街路樹は、神楽岡通(プラタナス)のよう

に大きく美しい樹冠を持つ並木となっている箇所も一部に見られますが、信号機

や電線などと競合するため強めの剪定を必要とし、緑量感に欠けるものとなって

います。 

 

■旭川市内の街路樹数（高木）の推移 
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近年の市道の街路樹の増減をみると、新規植栽を進めている一方、老木化によ

る伐採数が新植を上回るなど、これから街路樹の更新時期に差し掛かることが予

想されます。また、危険木化にともなう街路樹の更新の際、落葉処理や見通し不

良、車庫等の出入り等の理由で、街路樹の補植に地先住民から理解が得られない

状況が発生しています。 

 

■近年の街路樹の増減（老木化の進行） 
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2-3)公共公益施設のみどり 

旭川市の公共施設や公益施設の樹木数（高木）は、おおむね横ばいの状況にあ

ります。 

道路や公園以外の公共公益施設の緑化状況は、文化施設や高等学校以上の教育

施設では比較的高水準にあるものの、小・中学校、保育園、行政施設では低い傾

向がみられます。また、保育園や幼稚園は、どの施設も敷地面積が狭小で十分な

緑化スペースを確保することが困難な状況にあり、比較的敷地に余裕のある小・

中学校も、十分な緑地を有していない現状がうかがえます。 

保育園、幼稚園、小学校等は、敷地面積は狭小であっても市域全体に点在し、

その箇所数が最も多いことから、地区の緑化に果たす役割は大きく、子供たちの

緑化意識の醸成、啓発という観点からも積極的な緑化が望まれます。 

 

■旭川市内の公共樹木数（高木）の推移 
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2-4)民有地のみどり 

市街地における民有地のみどりは、地域に散在する社寺林や屋敷林など存在価

値の高い樹林地も多く見られ、地域の環境形成に大きく寄与しています。土地利

用別のみどりの現状は、次のようにまとめることができます。 

 

1)住宅地 

・住宅地は、戸建住宅地と集合住宅地に区分できます。戸建住宅の緑化状況は、

個々の住宅地によって差が大きく、また一戸の敷地面積も狭く、十分な緑化ス

ペースが確保されていない状況下にあります。緑地の余地が十分に確保できな

い住宅地では、草花を利用して明るく美しい雰囲気の演出を行っている家庭も

見られ、街並み景観の向上に役立っている例もみられます。 

・集合住宅の緑化スペースは、戸建住宅に比べて広い場所が確保しやすく、都市

緑地が整備されている例もあり、団地の敷地内の緑被状況も比較的高いレベル

にあります。しかし、集合住宅のみどりは草地が多いといった印象があり、緑

視的には不足感があります。 

・近年、民間の住宅地開発では景観協定を締結し、緑化の義務やシンボルツリー

の植栽など宅地緑化に関する基準を導入し、良好な緑環境を担保する取り組み

もみられ、今後の住宅地緑化の推進が期待されます。 

 

■旭川市内の住宅地における景観協定締結例 

  

アーバンスクエア八条さくや町 
景観協定の例 
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2)商業地・工業地 

・旭川市の商業地は、ＪＲ駅周辺や主要幹線道路沿線に形成されています。 

・商業空間のみどりは、街路樹に負うところが大きく、商店街の緑化運動の取り

組みは不十分と言えます。その中にあって平成27年にグランドオープンした

北彩都ガーデンは、街中と河川空間を結ぶ豊かな自然空間として整備され、市

民参加による活動や利活用が進められています。これにより、民有地の緑化促

進など、周辺地域への波及効果が期待されます。 

・工業地は市街地内や郊外に立地しており、緑被現況調査（資料編4-5P）の結

果によると、緑被地を一定程度確保していると言えますが、一部工業地では樹

木が占める面積が小さい傾向があり、市街地との緩衝をさらに進めることが期

待されます。 

 

2-5)農地のみどり 

① 農地の動向 

旭川市の農地は市街化区域の外側に広がっており、市域全体の20％を占めて

います。平地に広がる水田は農地全体の約６割を占め、良質米の産地として知ら

れています。美瑛川沿い等の河岸段丘や山地寄りでは畑地となり、江丹別のソバ

生産量は国内第３位などが知られています。 

農家数は902戸（R2）で10年間での35％程度、減少しており、耕地面積も

減少傾向が顕著です。農業者の高齢化や後継者不足が深刻になっている一方、戸

あたり耕地面積は、約12haと大規模化の傾向にあります。 

一方近年、市民農園の人気が高まり、市内8箇所で市及び農業者により運営さ

れています。 

 

■旭川市の経営耕地面積の推移 
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■旭川市の農地分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 市街地縁辺の状況 

旭川市の市街化区域の縁辺は、水田や丘陵の田園の広がり・大雪山への雄大な

眺望など、旭川らしい魅力を有しています。しかし近年、耕作放棄地の増加、資

材置き場などが農地に混在する土地利用の混乱、不法投棄の増加などの環境劣化

が進展しており、農地の保全活用と共にその対策が必要となっています。 

東鷹栖地区 

東旭川地区 

神居地区 

神楽地区 

神居地区 

江丹別地区 

永山地区 

※旭川農業振興地域土地利用計画図 

市役所 
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■市街地縁辺の魅力と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■不法投棄件数の推移 
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■旭川市内の不法投棄例 
 
市街地縁辺の林や農地周辺では不
法投棄が発生。 
近年、パトロールなどの対策によ
り、減少傾向にあるものの、依然
として年間200件以上の発生がみ
られる。 
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３ 旭川市民のみどりに対する意識  

3-1)市民アンケート結果 

① みどりなどの自然環境の評価 

    旭川市民のみどりに対する評価の推移は、次のとおりです。 

＊平成9〜令和7年度(1997～2025年)旭川市民アンケート調査（郵送による配布、郵送

またはWEBでの回答） 

 配布数3000通（18歳以上の市民を無作為抽出）。回収率=各年50%程度） 

・みどりなどの自然環境の評価は、全体で６割近くと比較的高い。 

・江丹別地区、西神楽地区、神楽地区で「良い方」が高い。 

・意識の推移をみると「良い方」が増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「良い方」＝「非常に良い」と「まあまあ良い」の合計。 

 「悪い方」＝「あまり良くない」と「悪い」の合計

〔令和 7 年 10 月公表〕 
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公園や遊び場の整備状況 

・公園等の整備状況に対する評価は、３割が「良い」とやや低い。 

・評価の推移をみると「普通」が50％程度で高い水準にあるが、近年「良い

方」が増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「良い方」＝「非常に良い」と「まあまあ良い」の合計。 

 「悪い方」＝「あまり良くない」と「悪い」の合計 

 

  

〔令和 7 年 10 月公表〕 
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3-2)みどりの市民アンケート結果 

「みどりの市民アンケート」は、旭川市民のみどりに関する意識や行動の現状

を把握するとともに、「緑の基本計画」の将来像の実現に向けて設定する目標及

び進行管理上の指標について、その達成状況や市民意識の変化に基づき、各施策

の見直しや充実化などを図るための基礎資料とすることを目的として、令和７年

度（2025年度）に実施しました。実施の概要は、次のとおりです。 

 

 

① 令和 7 年度（2025 年度）旭川市みどりの市民アンケートの実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①調査の対象 

 ・旭川市全域。旭川市民のうち，18歳以上の男女3,000人 

②抽出方法 

 ・35の地区，性別，年齢のバランスをとって無作為抽出 

③実施方法 

 ・調査票の郵送及び郵送による回収 

④調査期間 

 ・令和7年(2025年)9月8日発送（記載期間：2週間程度，回収期間：1か月程度） 

➄回収状況 

 ・1,189通（回収率39.6％） 
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② 基礎データ 
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③ アンケート結果 
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④ みどりの市民アンケートの分析 

回収された回答者の基礎データ（年代・居住形態・居住地域）から、質問の中

で、基礎データとの関連性が高いと考えられる質問について分析しました。 

なお、居住地域については、36地区（市街化区域外を含む）に再区分されて

おり一地区の回答数が少ないため、地域的な傾向把握を把握する方法として、市

街化区域の35地区を大きく８つの地域に分けて集計分析しました。 

 

■８つの地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.台場

31.忠和

32.神居北
33.神居南

10.近文

11.北星

12.大町
　 ･川端

27.神楽
28.神楽岡

29.緑が丘

1.中央西

2.既存都心

3.宮前

4.中央東

5.豊岡

6.東光西

7.愛宕

8.東光東

9.東旭川

35.日ノ出

26.永山

24.
永山北

流通団地

25.永山西

0.
新旭川

22.永山南

21.
パルプ

19.東鷹栖

18.末広北東

17.
末広北

16.
末広東
･春光

36.
自衛隊
地区

15.
末広西･春光14.春光台

13.住吉
　 ･春光町

30.
西神楽

流通団地

１

２

６

４

５

３

７８
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質問1-1-(1) あなたは、住まいのまわりが、みどり豊かだと思いますか。 

・全年代で評価が高いが若い世代に比較的低い評価が見られる。 

・居住形態は、豊かさの評価と関連性は低い。 

・エリア別では、神楽岡・緑ヶ丘・神居などの西側や市街化区域外に居

住する方の割合が高く、永山・大町・東光・豊岡方面の評価が低い傾

向にある。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 
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質問1-2-(1) あなたは、都心（買物公園や旭川駅周辺）が、みどり豊かだと 

思いますか。 

・居住形態に関係なく、一定の評価が得られているほか、普段都心を訪れ

る機会が少ないと考えられる10代の評価が低い。 

・総じて、都心に生んでいる方と住まいのまわりがみどり豊かと感じてい

る人が多い、西側や市街化区域外に居住する方の評価が低い。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 
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質問1-3-（１） 住まいのまわりの道路がみどり豊かだと思うか 

・どちらかと言うと若い世代の評価がやや低い。 

・エリア別では、すまいの周りのみどりの豊かさと同じ傾向で、神楽岡・

緑ヶ丘・神居などの西側や市街化区域外に居住する方の割合が高く、永

山・大町・東光・豊岡方面の評価が低い傾向にある。これは、住んでい

る所のみどりを感じる要素として、道路空間のみどりが影響していると

考えられる。 

 

■年代別 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 
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質問2-1 公園にどのくらい行くか 

・若い世代の40％ほどが月に数回以上公園を利用しており、高齢者もそれ

に次いで多い。これは、遊びや子育てで利用する機会が多いと考えられ

る世代と、健康のためや生活を楽しむ世代が利用することが多いことが

影響していると考えられる。 

・居住地で見ると、やや利用が多いのは、都心・神楽岡・緑ヶ丘・神居・

新旭川などで、大きい公園に近いなど、身近に公園がある地域の利用が

高い傾向にある。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 
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質問2-2-（１） 公園は普段から交流の場や遊び場などとして活用されているか 

・概ね５割程度の方が利用されていると思っている。 

・居住地別にみると、やや低い傾向にあるのが、大町・川端・北星・新旭

川などの小規模公園や児童遊園が多い地域の傾向がみられる。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

活用されている どちらかといえば，活用されている
どちらかといえば，活用されていない 活用されていない

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

活用されている どちらかといえば，活用されている
どちらかといえば，活用されていない 活用されていない

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答
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質問2-2-（3） 公園は冬も利用されているか 

・居住地別にみると、低い傾向にあるのが、2-2-（１）と同様に、大町・

川端・北星・新旭川などの小規模公園や児童遊園が多い地域の傾向がみ

られる。身近に小さな公園が多く利用されている場面を目にし難いこと

が要因と考えられる。これは、市街化区域外に居住する方が特に低いこ

とからも推測できる。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

活用されている どちらかといえば，活用されている
どちらかといえば，活用されていない 活用されていない

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

活用されている どちらかといえば，活用されている
どちらかといえば，活用されていない 活用されていない

0 200 400 600

活用されている

どちらかといえば，活用されている

どちらかといえば，活用されていない

活用されていない

わからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D
E

F

G
H

I
無回答

活用されている どちらかといえば，活用されている
どちらかといえば，活用されていない 活用されていない
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質問2-3-（1） 公園が防犯の面で安全・安心と感じるか 

・５０代以下の若い世代が不安を感じる傾向が高く、３０代以下の世代で

不安に感じている方がやや多い。 

・居住地別では、大町・住吉・北星などの地域に住んでいる方にやや不安

に感じる方が多い。そのほかには大きな差異は見られない。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 100 200 300 400

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる

0 100 200 300 400

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる

0 100 200 300 400

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる
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質問2-3-（3） 公園の施設が安全・安心と感じるか 

・１０代が不安と感じている傾向が高い。 

・居住別に見ても目立った傾向はないが、やや大町・住吉・北星などの地

域に住んでいる方が不安に感じる傾向がある。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 100 200 300 400 500

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる

0 100 200 300 400 500

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる

0 100 200 300 400

安心と感じる

どちらかといえば安心

どちらかといえば不安

不安と感じる

わからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無回答

安心と感じる どちらかといえば安心
どちらかといえば不安 不安と感じる
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質問2-4-（1） 身近な公園に総合的に満足しているか 

・世代で大きな違いはないが、やや１０代が低い。 

・居住地では、永山・大町・北星・新旭川が、やや評価が低く、神楽岡・

緑ヶ丘の評価が高い。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 200 400 600

満足

どちらかといえば，満足

どちらかといえば，不満

不満

わからない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

満足 どちらかといえば，満足 どちらかといえば，不満
不満 わからない 無回答

0 200 400 600

満足

どちらかといえば，満足

どちらかといえば，不満

不満

わからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

満足 どちらかといえば，満足
どちらかといえば，不満 不満

0 200 400 600

満足

どちらかといえば，満足

どちらかといえば，不満

不満

わからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無回答

満足 どちらかといえば，満足 どちらかといえば，不満
不満 わからない 無回答
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質問2-4-（4） 身近な公園がどんな場所なら使いたいか 

・総じて、子どもの遊び場として期待している傾向があるが５０代以上に

なると、やや運動やくつろぎの場としての期待が高くなる。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 100 200 300 400 500 600 700

子どもたちの遊び場

散策やジョギング、体操などの運動の場

くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場

地域行事の開催など憩いの場

市民活動やボランティア活動の場

花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場

災害時の避難場所

雪捨て場

その他

無回答

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
無回答
無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

子どもたちの遊び場 散策やジョギング、体操などの運動の場
くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場 地域行事の開催など憩いの場
市民活動やボランティア活動の場 花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場
災害時の避難場所 雪捨て場
その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

子どもたちの遊び場 散策やジョギング、体操などの運動の場
くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場 地域行事の開催など憩いの場
市民活動やボランティア活動の場 花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場
災害時の避難場所 雪捨て場
その他 無回答

0 100 200 300 400 500 600 700

子どもたちの遊び場

散策やジョギング、体操などの運動の場

くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場

地域行事の開催など憩いの場

市民活動やボランティア活動の場

花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場

災害時の避難場所

雪捨て場

その他

無回答

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700

子どもたちの遊び場

散策やジョギング、体操などの運動の場

くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場

地域行事の開催など憩いの場

市民活動やボランティア活動の場

花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場

災害時の避難場所

雪捨て場

その他

無回答

A
B
C
D
E
F
G
H
I
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

F

G

H

I

無回答

子どもたちの遊び場 散策やジョギング、体操などの運動の場
くつろぎ・安らぎ・落ち着ける場 地域行事の開催など憩いの場
市民活動やボランティア活動の場 花や緑があふれる、自然や動植物と触れ合える場
災害時の避難場所 雪捨て場
その他 無回答
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質問2-4-（5） 利用頻度の低い公園や市民の利用ニーズに合っていない公園の今後の

整備について、どのように取り組んでいくことがよいと思いますか。 

・総じて、子どもの遊び場として期待している傾向があるが５０代以上に

なると、やや運動やくつろぎの場としての期待が高くなる。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 50 100 150 200 250 300 350 400

維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき

地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他

無回答

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
無回答
無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答
維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき 地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他 無回答

0 50 100 150 200 250 300 350 400

維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき

地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他

無回答

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき 地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他 無回答

0 100 200 300 400

維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき

地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他

無回答

A B

C D

E F

G H

I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無回答

維持すべき
（公園数、施設等の数も現状のまま維持する）

統廃合し、統合した公園を充実すべき

統廃合し、廃止跡地を多用途で有効活用すべき 地域の主要公園の維持・充実を優先すべき

その他 無回答
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質問4-1-（１） 公園や道路のみどりの維持管理へ参加しているか 

・参加しているのは高齢者が多いが、同時に今後は参加しない、今後は分

からないの回答も多い。 

・今後は参加したいと回答したひとが多い傾向があるのは５０代以下の若

世代で、特に２０代以下は回答者数が少ないが、２０％程度が参加した

いと答えている。 

・一戸建てに住んでいる方の参加率が高いが、集合住宅は低い傾向にあるも

のの、今後は参加したいと回答している方は集合住宅が多い傾向にある。 

・居住地で見ると、東光・豊岡で、参加している方が多い。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

 

  

0 200 400 600

参加している

参加していたが，今後は参加しない

参加していたが，今後はわからない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

参加していないが，今後はわからない

無回答

無効回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答
参加している 参加していたが，今後は参加しない
参加していたが，今後はわからない 参加していないが，今後は参加したい
参加していないし，今後も参加しない 参加していないが，今後はわからない
無回答

0 200 400 600

参加している

参加していたが，今後は参加しない

参加していたが，今後はわからない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

参加していないが，今後はわからない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

参加している 参加していたが，今後は参加しない
参加していたが，今後はわからない 参加していないが，今後は参加したい
参加していないし，今後も参加しない 参加していないが，今後はわからない
無回答

0 200 400 600

参加している

参加していたが，今後は参加しない

参加していたが，今後はわからない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

参加していないが，今後はわからない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無回答
参加している 参加していたが，今後は参加しない
参加していたが，今後はわからない 参加していないが，今後は参加したい
参加していないし，今後も参加しない 参加していないが，今後はわからない
無回答
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質問4-1-（3） 家庭菜園や庭づくりをしているか 

・年代が上がるほど高くなるが、やめたいと考えている人も全世代で同程

度の割合で存在する。 

・２０代から５０代で、今後はやりたいと回答している方が１０％から２

０％程度いる。 

・やっていると答えた方の６割以上が一戸建てにお住まいで集合住宅でも

３０％近くがやっている回答しており、今後はやりたいと思っている方

も集合住宅が多い傾向がある。 

・居住地別では、やっていない方が特に多いのは都心だが、今後はやりた

いと回答している割合は最も高い。やっていない人がやや多いのは永山

・新旭川などで、今後はやってみたい方がやや多いのが末広・春光・神

居になっている。 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 200 400 600 800

している

していたが，今後はしない

していないが，今後はしたい

していないし，今後もしない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

している していたが，今後はしない
していないが，今後はしたい していないし，今後もしない
無回答

0 200 400 600 800

している

していたが，今後はしない

していないが，今後はしたい

していないし，今後もしない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

している していたが，今後はしない
していないが，今後はしたい していないし，今後もしない
無回答
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■居住地域別 

 

  

0 200 400 600 800

している

していたが，今後はしない

していないが，今後はしたい

していないし，今後もしない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

F

G

H

I

無回答
している していたが，今後はしない
していないが，今後はしたい していないし，今後もしない
無回答
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質問4-1-（3） 花や緑の講習会やセミナーに参加したことがあるか 

・世代で見ると、７０代が多く他の世代は５％程度にとどまる。一方で、

今後は参加したいと考えている方が全世代で２０％程度となっている。

これは居住形態に関係なく同様の結果になっている。 

・居住地別では、神楽岡・緑ヶ丘・新旭川で参加している方がやや多い傾

向にある。これは講習会などの会場などに比較的アクセスしやすい場所

であることが関係している可能性がある。 

 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地域別 

 

 

  

0 500 1000

参加したことがある

参加したが，今後は参加しない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

参加したことがある 参加したが，今後は参加しない
参加していないが，今後は参加したい 参加していないし，今後も参加しない
無回答

0 500 1000

参加したことがある

参加したが，今後は参加しない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

参加したことがある 参加したが，今後は参加しない
参加していないが，今後は参加したい 参加していないし，今後も参加しない
無回答

0 500 1000

参加したことがある

参加したが，今後は参加しない

参加していないが，今後は参加したい

参加していないし，今後も参加しない

無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

F

G

H

I

無回答

参加したことがある 参加したが，今後は参加しない
参加していないが，今後は参加したい 参加していないし，今後も参加しない
無回答
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質問5-1 旭川のみどりを良くしていく上で大事なこと 

・「河川や大きな公園、農地や森林などの骨格となるみどりを守り育てる」

「公園の防犯や遊具の安全など、安全安心を大事にする」が多い傾向が

見られ、次いで「多世代で多様に楽しめる公園を充実させる」が多い。 

・大事なこととして捉えていることに、世代別、居住形態別で大きな差異

はない。 

■年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 100 200 300 400 500

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

その他
無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

1 2 3 4 5 6 7 9 9 10 11 12 13 14 15 16 その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一戸建て

集合住宅

その他

無回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 その他 無回答

0 100 200 300 400 500

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

その他
無回答

一戸建て 集合住宅 その他 無回答
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■居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 

1．河川や大きな公園，農地や森林などの，骨格となるみどりを守り育てる 

2．都心（中心市街地）のみどりをふやし，うるおいづくりを進める 

3．旭川らしいみどりの文化やブランドを創っていく 

4．花壇づくりなど，にぎわいを生む彩りあるみどりづくりを進める 

5．多世代で多様に楽しめる公園を充実させる 

6．地域ぐるみでみどりと花づくりを推進する 

7．地域のシンボルとなるみどりづくりを進める 

8．家庭菜園や市民農園など，田園生活を楽しむみどりを増やしていく 

9．花やみどりの維持管理で，市民協働を促進する 

10．省エネルギー化（LED 化等）や，みどりのリサイクル（落ち葉の堆肥化等）などを進める 

11．みどりづくりを支える制度や仕組みづくりを強化する 

12．公園の防災施設を充実したり，斜面地のみどりを守るなど，防災面を強化する 

13．公園の防犯や遊具の安全など，安全・安心を大事にする 

14．河川を活かすなど，生態系ネットワークづくりに力を入れる 

15．生物多様性に配慮し，拠点となるみどりづくりを進める 

16．みどりの環境教育や知識の普及啓発を強化する 

17．その他 

 

 

  

0 100 200 300 400 500

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

その他
無回答

A B C D E F G H I 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

C

D

E

F

G

H

I

無回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 その他 無回答
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3-４)みどりの市民活動の動向 

旭川市のみどりの市民活動には、昭和48年(1973年)から活動を行っている

「旭川市を緑にする会」があり、自ら緑化活動を行うほか、町内会などの花壇づ

くりや記念植樹を支援する活動など、多様な協働が行われています。しかしなが

ら、他の活動団体がこの10年で統廃合されるなど、市民団体の活力低下が懸念

されます。 

一方、旭川市の市民活動は、NPO法人数が増加傾向にありましたが、令和3年

以降減少に転じました。現在97あるNPO法人のうち、環境保全を図る目的を有

する団体数は18法人あり、今後、こうしたみどりの市民活動団体と連携して緑

化の推進を図っていくことが期待されます。 
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４ 令和７年度(2025年度)緑被現況調査の概要 

４-1) 調査方法 

① 使用画像データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地区区分 

緑被判読の算出は，旭川市内の市街化区域（7,957ha）にて行う。市街化区

域内を３５の地区に細分化（前回の緑被調査時の地区分けと同じ）して各地区の

衛星画像の切出しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑被判読のための画像データは，光学

衛星により撮影した衛星写真（プレアデ

ス）を使用する。データの範囲は，旭川

市の市街化区域の全域を使用する。 

■衛星画像データ（全区域） 

撮影日：令和６年(2024年)5月18日 

座標：ＪＧＤ2011（12系）。 

■市街化区域区分け（３５地区） ■地区区分一覧 

1 中央西地区
2 既存都心地区
3 宮前地区
4 中央東地区
5 豊岡地区
6 東光西地区
7 愛宕地区
8 東光東地区
9 東旭川地区
10 近文地区
11 北里地区
12 大町・川端地区
13 住吉・春光町地区
14 春光台地区
15 末広西・春光地区
16 末広東・春光地区
17 末広北地区
18 末広北東地区

19 東鷹栖地区
20 新旭川地区
21 パルプ地区
22 永山南地区
23 流通団地地区
24 永山北地区
25 永山西地区
26 永山地区
27 神楽地区
28 神楽岡地区
29 緑が丘地区
30 西神楽地区
31 忠和地区
32 神居北地区
33 神居南地区
34 台場地区
35 日ノ出地区

35

9

26

24

2523

22

19

1817

161514

20

7

8

6

3

5
4

2

1

12

11

10

31

32 33

27
28

29

30

34

2113 (36)
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③ 画像加工・緑被の抽出 

過年度の調査では，衛星写真から切り出した各地域の画像から緑の成分を抽出

するために2値化を行い，さらに2値化した緑の成分を各緑地の区分に塗り分け

るという工程で作業していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかしこの方法では，年が変わると衛星画像の撮影条件により画像の彩度や明度に

一貫性が保てないため，緑地の抽出に偏りが生じる可能性があった。 

今年度の調査では，衛星写真からNIR(Near-Infrared:近赤外線)のデータを取得し，

NDVI(正規化植生指数)(*)を用いた解析を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RGBデータ 

２値化データ 

着色済データ 

NIRデータ 

着色済データ 

Rバンドデータ 
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また，解析手法の一貫性を確保するため，AIを活用した緑地抽出プログラム，及び着

色結果を集計する専用プログラムを開発し，今回の調査に適用している。 

 

 

 

 

 

 

 

※ NDVIを用いた解析手法の採用根拠 

本調査では，植生評価の客観性と再現性を確保するため，リモートセンシング分野で

国際的に標準化されているNDVI(正規化植生指数)を採用した。NDVIは，健康な植物

が光合成のために可視赤色光を吸収し，近赤外線を強く反射する生理学的特性を利用

した指標であり，撮影条件の違いによる影響を最小化し，経年比較における一貫性を

確保できる利点がある。 

 

④ 緑被の区分 

緑被として分類されたエリアを下記に示す4区分について元画像より目視判断

を行い細分化している。 

 

■緑被地の区分 

 

 

 

 

 

 

 

各地区における4色の画素数をそれぞれ算出し，緑被率の算出を行っている。 

 

緑被率（％）＝  草地面積 + 樹木面積 + 田畑面積 + 水辺面積   ×100 

              対象区域面積            

区  分 内  容 判別色 

草  地 芝地，草地 赤 

樹  木 樹木（枝張り部分） 緑 

田  畑 田・畑・休耕地 黄 

水  辺 池・河川等の水面 水色 

【植生解析ツール】 【画像面積測定ツール】 
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４-2) 地区別緑被調査結果（H26→R７の変化）※河川区域面積算入した場合 
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■地区別緑被調査集計表（令和7年度(2025年度)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(㎡) (％) 前回(％)
前回調査
時との差

(％)
(㎡) (％) 前回(％)

前回調査
時との差

(％)
(㎡) (％)

前回
(％)

前回調査
時との差

(％)
(㎡) (％)

前回
(％)

前回調査
時との差

(％)
(㎡) (％) 前回(％) 前回調査時

との差(％)

1 中央西地区 144 42,921.25 2.98 5.41 -2.43 210,641.00 14.61 10.97 3.64 18,911.00 1.31 1.23 0.08 4,522.75 0.31 0.29 0.02 276,996.0 19.21 17.9 1.31
2 既存都心地区 320 168,711.00 5.27 6.62 -1.35 117,043.75 3.66 3.91 -0.25 1,105.50 0.03 0.01 0.02 1.00 0.00 0.49 -0.49 286,861.3 8.96 11.0 -2.07
3 宮前地区 212 70,672.50 3.34 3.54 -0.20 270,041.50 12.76 9.93 2.83 16,378.00 0.77 1.25 -0.48 15,794.00 0.75 0.05 0.70 372,886.0 17.62 14.8 2.85
4 中央東地区 140 60,636.75 4.33 4.24 0.09 140,956.00 10.07 5.71 4.36 7,249.00 0.52 1.02 -0.50 4,561.50 0.33 0.19 0.14 213,403.3 15.25 11.2 4.09
5 豊岡地区 233 94,393.75 4.05 4.37 -0.32 255,153.75 10.94 7.32 3.62 15,487.25 0.66 1.00 -0.34 13,887.50 0.60 0.75 -0.15 378,922.3 16.25 13.4 2.81
6 東光西地区 231 79,865.75 3.45 2.76 0.69 220,990.25 9.55 7.96 1.59 52,466.25 2.27 2.62 -0.35 4,937.25 0.21 0.18 0.03 358,259.5 15.48 13.5 1.96
7 愛宕地区 427 93,124.75 2.18 2.50 -0.32 511,231.25 11.99 13.21 -1.22 100,973.00 2.37 1.44 0.93 17,802.00 0.42 0.31 0.11 723,131.0 16.96 17.5 -0.50
8 東光東地区 340 64,493.75 1.90 2.27 -0.37 419,381.25 12.33 10.65 1.68 63,242.75 1.86 2.27 -0.41 12,562.75 0.37 0.36 0.01 559,680.5 16.46 15.6 0.91
9 東旭川地区 126 63,205.50 5.02 4.46 0.56 189,589.00 15.07 7.40 7.67 29,990.25 2.38 2.30 0.08 1,045.50 0.08 0.03 0.05 283,830.3 22.55 14.2 8.36

10 近文地区 197 222,787.50 11.30 8.97 2.33 583,712.50 29.60 17.31 12.29 41,497.50 2.10 2.18 -0.08 15,713.25 0.80 0.55 0.25 863,710.8 43.80 29.0 14.79
11 北星地区 266 81,460.75 3.07 3.35 -0.28 414,157.00 15.60 8.16 7.44 54,087.75 2.04 2.53 -0.49 10,292.25 0.39 0.24 0.15 559,997.8 21.10 14.3 6.82
12 大町・川端地区 279 229,838.25 8.23 7.87 0.36 573,833.50 20.55 12.19 8.36 22,024.50 0.79 1.35 -0.56 1,017.50 0.04 0.04 0.00 826,713.8 29.61 21.5 8.16
13 住吉・春光町地区 189 433,553.25 22.98 20.92 2.06 418,941.00 22.21 15.81 6.40 18,504.50 0.98 1.12 -0.14 8,085.00 0.43 0.52 -0.09 879,083.8 46.60 38.4 8.23
14 春光台地区 316 275,681.75 8.74 8.22 0.52 976,007.75 30.93 20.21 10.72 58,998.25 1.87 2.74 -0.87 64.25 0.00 0.02 -0.02 1,310,752.0 41.54 31.2 10.35
15 末広西・春光地区 216 377,823.75 17.51 15.44 2.07 309,413.75 14.34 11.93 2.41 27,511.75 1.27 1.58 -0.31 3,289.25 0.15 0.25 -0.10 718,038.5 33.27 29.2 4.07
16 末広東・春光地区 147 68,243.50 4.64 3.86 0.78 183,293.00 12.47 7.94 4.53 18,116.50 1.23 1.41 -0.18 0.00 0.00 0.00 0.00 269,653.0 18.34 13.2 5.13
17 末広北地区 191 101,252.25 5.31 3.04 2.27 284,662.75 14.94 17.48 -2.54 29,560.75 1.55 1.83 -0.28 10,601.75 0.56 0.61 -0.05 426,077.5 22.36 23.0 -0.60
18 末広北東地区 280 52,555.75 1.88 1.87 0.01 401,729.75 14.34 9.98 4.36 53,671.50 1.92 2.57 -0.65 0.25 0.00 0.00 0.00 507,957.3 18.14 14.4 3.72
19 東鷹栖地区 136 58,223.00 4.27 2.47 1.80 146,060.75 10.70 10.93 -0.23 66,827.00 4.90 5.30 -0.40 0.00 0.00 0.00 0.00 271,110.8 19.87 18.7 1.17
20 新旭川地区 257 81,966.75 3.19 2.74 0.45 400,216.25 15.59 9.97 5.62 37,649.75 1.47 2.37 -0.90 3,321.00 0.13 0.11 0.02 523,153.8 20.38 15.2 5.19
21 パルプ地区 155 204,741.50 13.18 8.44 4.74 349,082.75 22.47 18.97 3.50 2,830.00 0.18 0.18 0.00 9,019.25 0.58 0.45 0.13 565,673.5 36.41 28.0 8.37
22 永山南地区 231 30,508.50 1.32 2.56 -1.24 272,297.00 11.80 4.80 7.00 64,974.75 2.82 4.49 -1.67 8,235.50 0.36 0.36 0.00 376,015.8 16.30 12.2 4.09
23 流通団地地区 153 76,858.00 5.02 3.29 1.73 187,129.00 12.23 7.15 5.08 9,393.75 0.61 0.68 -0.07 10,210.50 0.67 0.06 0.61 283,591.3 18.53 11.2 7.35
24 永山北地区 176 69,738.25 3.95 4.28 -0.33 315,319.50 17.87 10.90 6.97 47,925.00 2.72 3.77 -1.05 0.00 0.00 0.16 -0.16 432,982.8 24.54 19.1 5.43
25 永山西地区 294 27,755.00 0.94 2.71 -1.77 286,739.75 9.74 5.95 3.79 63,870.25 2.17 4.00 -1.83 5,249.00 0.18 0.12 0.06 383,614.0 13.03 12.8 0.25
26 永山地区 347 94,986.50 2.74 3.56 -0.82 593,826.75 17.12 12.88 4.24 100,589.75 2.90 3.87 -0.97 5,710.00 0.16 0.16 0.00 795,113.0 22.92 20.5 2.45
27 神楽地区 202 151,564.00 7.51 9.50 -1.99 351,909.75 17.43 9.20 8.23 29,817.50 1.48 2.43 -0.95 2,518.25 0.12 0.12 0.00 535,809.5 26.54 21.3 5.29
28 神楽岡地区 324 553,619.25 17.11 20.80 -3.69 542,893.75 16.78 9.00 7.78 55,156.00 1.70 2.78 -1.08 6,927.25 0.21 0.15 0.06 1,158,596.3 35.80 32.7 3.07
29 緑が丘地区 395 294,494.75 7.46 10.13 -2.67 660,558.75 16.74 20.91 -4.17 72,109.25 1.83 1.51 0.32 5,387.25 0.14 0.09 0.05 1,032,550.0 26.17 32.6 -6.47
30 西神楽地区 117 145,281.75 12.41 10.51 1.90 336,021.25 28.71 15.62 13.09 44,006.00 3.76 4.16 -0.40 209.50 0.02 0.01 0.01 525,518.5 44.90 30.3 14.60
31 忠和地区 325 432,503.25 13.31 14.11 -0.80 823,493.00 25.35 15.06 10.29 98,255.00 3.02 3.35 -0.33 10,732.25 0.33 0.36 -0.03 1,364,983.5 42.01 32.9 9.13
32 神居北地区 242 297,454.25 12.28 14.48 -2.20 485,550.50 20.04 9.25 10.79 91,358.50 3.77 4.48 -0.71 0.00 0.00 0.00 0.00 874,363.3 36.09 28.2 7.88
33 神居南地区 176 48,887.25 2.78 4.85 -2.07 311,415.25 17.71 10.38 7.33 78,858.75 4.48 6.43 -1.95 1,442.00 0.08 0.17 -0.09 440,603.3 25.05 21.8 3.22
34 台場地区 63 52,698.25 8.35 7.31 1.04 201,895.25 31.99 13.84 18.15 10,821.00 1.71 1.74 -0.03 0.00 0.00 0.00 0.00 265,414.5 42.05 22.9 19.16
35 日ノ出地区 105 69,381.00 6.63 8.27 -1.64 210,285.25 20.09 14.64 5.45 1,424.50 0.14 0.24 -0.10 366.25 0.03 0.04 -0.01 281,457.0 26.89 23.2 3.70
36 自衛隊地区 127 79,167.00 6.24 9.24 -3.00 478,973.00 37.73 30.01 7.72 0.50 0.00 0.00 0.00 11,000.25 0.87 0.69 0.18 569,140.8 44.84 39.9 4.90
合計（自衛隊除く） 7,950 5,271,883.00 6.63 6.92 -0.29 12,955,473.25 16.30 11.48 4.82 1,505,642.75 1.89 2.37 -0.48 193,505.75 0.24 0.22 0.02 19,926,504.75 25.06 20.97 4.09
緑被率（自衛隊含む） 8,077 5,351,050.00 6.73 6.95 -0.22 13,434,446.25 16.90 11.77 5.13 1,505,643.25 1.89 2.34 -0.45 204,506.00 0.26 0.23 0.03 20,495,645.50 25.78 21.26 4.52

■ 前回調査時との差 ■ 今回の全体緑被率
 15%未満
 15%以上30%未満
 30％以上

3％以上減少
3%未満の増減
3％以上増加

地区名

今回調査

地区面積
（ha）

樹木 草地 田畑 水辺 合計
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５ 緑の基本計画改定の経緯 

5-1) 旭川市緑の審議会委員名簿  

委員：１５名（同一任期中の人数） 

  会長：江口尚文、副会長：安藤秀俊 

委員名 所属等 任期 

安藤 秀俊 
（大）北海道教育大学教育学部旭川校 理科教
育専攻 教授 

R6.1.31～R8.1.30  
R8.3.9～ 

池本 ののか （一社）旭川青年会議所 R8.3.9～ 

石塚 英倶 旭川市を緑にする会 会長 R7.5.2～R7.7.4 

内村 満 公募市民 
R7.8.15～R8.1.30 
R8.3.9～ 

江口 尚文 
（大）旭川市立大学 経済学部  

経営経済学科 教授 
R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

岡本 秀雄 旭川市を緑にする会 副会長 
R7.7.22～R8.1.30 
R8.3.9～ 

小泉 匡弘 
（大）北海道教育大学教育学部旭川校 
 生活・技術教育専攻 教授 

R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

小平 吉邦 市民委員会連絡協議会 監事 
R7.7.28～R8.1.30 
R8.3.9～ 

今野 義信 公募市民 R6.1.31～R7.8.12 

塩田 惇 突哨山と身近な自然を考える会 事務局長 R6.1.31～R8.1.30 

菅 友香 旭川市ＰＴＡ連合会 副会長 
R7.6.27～R8.1.30 
R8.3.9～ 

滝沢 育則 （公財）旭川市スポーツ協会 監事 R6.1.31～R8.1.30 

田中 佐代子 
（公社）北海道宅地建物取引業協会旭川支部 
研修広報委員 

R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

千葉 忠良 市民委員会連絡協議会 理事 R6.1.31～R7.7.14 

成田 美恵子 公募市民 
R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

日向 透 （公財）旭川市スポーツ協会 理事 R8.3.9～ 

藤倉 聆 公募市民 
R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

舟橋 健 旭山を活かす街づくり市民の会 技術顧問 
R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

堀 直也 （一社）旭川青年会議所 理事 R6.1.31～R8.1.30 

森崎 真美恵 （一社）旭川観光コンベンション協会 主任 
R6.1.31～R8.1.30 
R8.3.9～ 

山本 牧 （特非）もりねっと北海道 代表 R8.3.9～ 

※所属等は任期中の主な所属等、任期は改定に関与した期間を含む任期のみを表示。 
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5-2) 検討の経緯  

年月日 内  容 

R6年7月8日 
令和６年度第１回緑の審議会 

・中間見直しの必要性、改定スケジュール等について 

R7年6月27日 
令和７年度第１回緑の審議会 

・中間見直しの内容、改定スケジュール等について 

R7年8月27日 

令和７年度第２回緑の審議会 

・中間見直しの論点と改定のポイントについて 

・施策の課題と進行評価について 

・アンケート調査について 

R7年9月8日(発送)～

R7年9月24日 
緑の市民アンケートの実施 

R7年11月10日 

令和７年度第３回緑の審議会 

・緑の市民アンケート中間報告 

・第2次旭川市緑の基本計画素案について 

R8年1月8日 
令和７年度第４回緑の審議会 

・第2次旭川市緑の基本計画改定案について 

R8年1月16日～ 

R8年2月15日 
パブリックコメントの実施 

R8年3月9日 

令和７年度第５回緑の審議会 

・パブリックコメントの結果について 

・第2次旭川市緑の基本計画改定案について 

 

 


